
１．日本臨床整形外科学会雑誌 規程集（表紙） 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

日本臨床整形外科学会雑誌 

規程集 

 

論文投稿について 

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）への投稿 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

投稿規程 

執筆要項 

 

学術集会発表演題論文 

投稿規程 

 

手引集 

電子投稿の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

文献の記載の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］  

文献の添付の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文］ 

 

様式集 

様式第 1 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

様式第 2 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

様式第 3 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

様式第 4 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

 

注：括弧内は対象となる論文投稿

の区分 

 

一般社団法人日本臨床整形外科

学会における事業活動の利益相

反（COI）に関する指針 

日本臨床整形外科学会雑誌 

規程集 

 

論文投稿について 

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）への投稿 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

投稿規程 

執筆要項 

 

学術集会発表演題論文 

投稿規程 

 

手引集 

電子投稿の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

文献の記載の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］  

文献の添付の手引き 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文］ 

 

様式集 

様式第 1 表紙 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

様式第 2 雑誌利益相反自己申

告書［国際化プロジェクト論文，

和文一般論文，学術集会発表演題

論文］ 

様式第 3 転載許諾願い 

［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演

題論文］ 

様式第 4 機関レポジトリ収載

等［国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，学術集会発表演題論

文］ 

 

注：括弧内は対象となる論文投稿

の区分 

 

一般社団法人日本臨床整形外科

学会における事業活動の利益相

反（COI）に関する指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各様式に対し説明を付す 

・様式は全ての論文に対し共通事

項となるので、論文投稿の区別は

削除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書式変更: インデント : 最初の行 :  1 字



現行 変更案 備考 

一般社団法人日本臨床整形外科

学会における事業活動の利益相

反に関する規則 

 

一般社団法人日本臨床整形外科

学会における事業活動の利益相

反に関する規則 

 

 

２．投稿論文について 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

論文投稿について 

 

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）と JCOA 会報は，論文の投

稿を歓迎します． 

 

 
The Journal of the Japanese 

Clinical Orthopaedic Associati

on 

日本臨床整形外科学会雑誌 

査読がある学術雑誌 

 

・会員以外の学術集会演者（医療

スタッフ含む）の投稿論文も募

集しています． 

・最新の規程集をウェブに掲載し

ています． 

・下記区分表のいずれかの区分に

投稿してください． 

 

 
JCOA 会報 

査読がなく投稿しやすい会報 

 

・学術集会での発表を業績として

残すことができます． 

・会報掲載の会報投稿規程をご覧

ください． 

論文投稿について 

 

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）と JCOA 会報は，論文の投

稿を歓迎します． 

 

 
The Journal of the Japanese 

Clinical Orthopaedic Associati

on 

日本臨床整形外科学会雑誌 

査読がある学術雑誌 

 

・会員以外の学術集会演者（医療

スタッフ含む）の投稿論文も募

集しています． 

・最新の規程集をウェブに掲載し

ています． 

・下記区分表のいずれかの区分に

投稿してください． 

 

 
JCOA 会報 

査読がなく投稿しやすい会報 

 

・学術集会での発表を業績として

残すことができます． 

・会報掲載の会報投稿規程をご覧

ください． 

 

 

 

 

 

  



現行 変更案 備考 

・査読はなく，編集を経て掲載さ

れます． 

  

・査読はなく，編集を経て掲載さ

れます． 

  

 

日本臨床整形外科学会雑誌の論文投稿の区分 

区分 概要 規程 投稿先 

国際化プロジェクト論文 和文で論文を投稿，英文で刊行． 

但し，学会雑誌編集委員会で審査し，国際化プ

ロジェクト論文にふさわしいと判断されたもの

に限る． 

和文原稿で受付前チェックと査読． 

和文原稿の編集，著者校正を経て，和文原稿を

専門家が英訳． 

主著者が会員の場合，英訳の費用は学会が負担． 

国際化プロジェク

ト論文，和文一般

論文の共通の投稿

規程，執筆要項． 

オンライン投稿

システム

「ScholarOne 

Manuscripts」 

和文一般論文 従来と同様の和文論文． 

政策，経済，法制度など，和文で発表する必要が

あるものはこの区分．（英文abstractは必須） 

そのほか，英訳を希望しない場合もこの区分で

投稿． 

国際化プロジェク

ト論文，和文一般

論文の共通の投稿

規程，執筆要項． 

オンライン投稿

システム

「ScholarOne 

Manuscripts」 

学術集会発表演題論文 演題発表の際に原稿も同時に準備．  

受け付けられなかった場合は，執筆し直して， 

国際化プロジェクト論文か和文一般論文として

雑誌に投稿するか，または会報に投稿． 

和文要旨は本学会が費用を負担して英訳． 

学術集会発表演題

論文投稿規程 

オンライン投稿

システム

「ScholarOne 

Manuscripts」 

 

 

現行 変更案 備考 

区分の変更 

国際化プロジェクト論文の区

分で投稿された場合，学会雑誌

編集委員会の審査により、和文

一般論文へ変更されることが

あります． 

また，和文一般論文として投稿

された場合でも、内容が秀逸で

ある場合には，学会雑誌編集委

員会の審査を経て，著者の承諾

のもとで国際化プロジェクト

論文へ変更されることがあり

ます． 

一方で、国際化プロジェクト論

文や和文一般論文として投稿

された場合でも，学会雑誌編集

委員会の審査により、学術集会

発表演題論文への変更が促さ

れることもあります。 

 

オンライン投稿システム 

日本臨床整形外科学会ウェブサ

イト(https://jcoa.gr.jp/)の専用

投 稿 サ イ ト （「 ScholarOne 

Manuscripts」）からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

区分の変更 
投稿された国際化プロジェクト論

文、和文一般論文、学術集会発表演

題論文は、学会雑誌編集委員会の

審査を経て区分が変更されること

があります。国際化プロジェク

ト論文の区分で投稿された場

合，学会雑誌編集委員会の審査

により、和文一般論文へ変更さ

れることがあります． 

また，和文一般論文として投稿

された場合でも、内容が秀逸で

ある場合には，学会雑誌編集委

員会の審査を経て，著者の承諾

のもとで国際化プロジェクト

論文へ変更されることがあり

ます． 

一方で、国際化プロジェクト論

文や和文一般論文として投稿

された場合でも，学会雑誌編集

委員会の審査により、学術集会

発表演題論文への変更が促さ

れることもあります。 

 

オンライン投稿システム 

日本臨床整形外科学会ウェブ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

（投稿者）としてログインし，

必要事項の確認・入力，必要な

ファイルの提出を行ってくだ

さい．その際にはオンライン投

稿マニュアルを注意深く確認

してください． 

サイト(https://jcoa.gr.jp/)の専

用投稿サイト（「ScholarOne 

Manuscripts」）からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，

必要事項の確認・入力，必要な

ファイルの提出を行ってくだ

さい．その際にはオンライン投

稿マニュアルを注意深く確認

してください． 

 

 

３．日本臨床整形外科学会雑誌（日臨整誌）への投稿 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）への投稿 

 

整形外科学，運動器医学及び整形

外科領域の医療に寄与する論文

の投稿を受け付けています． 

 

お知らせ 

・論文は，国際化プロジェクト論

文，和文一般論文又は学術集会

発表演題論文のいずれかの区

分で投稿してください． 

・投稿後，学会雑誌編集委員会が

審査を行います．その結果によ

っては投稿区分が変更される

ことがあります．  

・国際化プロジェクト論文は，和

文で投稿された論文を英文で

刊行します（専門家による英

訳，主著者が会員の場合は本学

会が費用を負担）．政策，経済，

法制度など，和文で発表する必

要がある場合や，著者が英訳を

希望しない場合は，従来どおり

の和文一般論文の区分で投稿

してください． 

・和文一般論文の場合は，英文

abstract が必須です．英文

abstract を用意できない場合

は，和文要旨から英訳するサー

ビスを申し込むことができま

す（費用は主著者負担）． 

・学術集会発表演題論文は，学術

集会で発表した演題をそのま

ま発表原稿やスライドの図表

を利用して投稿する区分です．

学術集会発表演題論文を投稿

し刊行された場合，同じ内容の

日本臨床整形外科学会雑誌（日臨

整誌）への投稿 

 

整形外科学，運動器医学及び整形

外科領域の医療に寄与する論文

の投稿を受け付けています． 

 

お知らせ 

・論文は，国際化プロジェクト論

文，和文一般論文又は学術集会

発表演題論文のいずれかの区

分で投稿してください． 

・投稿後，学会雑誌編集委員会が

審査を行います．その結果によ

っては投稿区分が変更される

ことがあります．  

・国際化プロジェクト論文は，和

文で投稿された論文を英文で

刊行します（専門家による英

訳，主著者が会員の場合は本学

会が費用を負担）．政策，経済，

法制度など，和文で発表する必

要がある場合や，著者が英訳を

希望しない場合は，従来どおり

の和文一般論文の区分で投稿

してください． 

・和文一般論文の場合は，英文

abstract が必須です．英文

abstract を用意できない場合

は，和文要旨から英訳するサー

ビスを申し込むことができま

す（費用は主著者負担）． 

・学術集会発表演題論文は，学術

集会で発表した演題をそのま

ま発表原稿やスライドの図表

を利用して投稿する区分です．

学術集会発表演題論文を投稿

し刊行された場合，同じ内容の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

論文や著作物を他に発表する

ことは二重投稿となるためで

きません（著作権は本学会に譲

渡され，原著論文と同じ取扱い

になります）． 

・すべての論文投稿で利益相反の

申告は必須です． 

・キーワードは不要です（和文英

文とも廃止）． 

 

論文や著作物を他に発表する

ことは二重投稿となるためで

きません（著作権は本学会に譲

渡され，原著論文と同じ取扱い

になります）． 

・すべての論文投稿で利益相反の

申告は必須です． 

・キーワードは不要です（和文英

文とも廃止）． 

・表紙（様式第 1）情報は，オン

ライン投稿システムにてご入

力下さい．なお，様式第 1 は提

出の必要はありません． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙情報はオンライン投稿シス

テムから入力するため追加 

 

 

投稿にあたって論文原稿に添付（学術集会発表演題論文の場合は別送）していただくもの 
 国際化プロジェクト論文 

和文一般論文 
学術集会発表演題論文 

投稿原稿の表紙（様式第1） ○ ○ 

利益相反自己申告書（様式第2） ○※ 1 ○※ 1 

文献のコピー（文献の添付の手引き参照） ○ × 

許諾文書（必要な場合，様式第3） ○ ○※ 2 

注：○必要 ×不要 

※1 利益相反自己申告書は，原則として本学会が指定するシステムにより送信してください． 

   詳しくは，本学会事務局まで電子メールでお問合せください． 

※2 論文は，オンライン投稿システム（日本臨床整形外科学会ウェブサイト（https://jcoa.gr.jp/）の専用投 

稿サイト「ScholarOne Manuscripts」）から投稿し，許諾文書は別途，本学会事務局まで送付してくださ 

い． 

                              日本臨床整形外科学会事務局 

                               郵便番号110-0016 

東京都台東区台東4丁目26番8号 

                               御徒町台東ビル6階 

 電子メールアドレスoffice@jcoa.sakura.ne.jp 

 

投稿にあたって別送（日本臨床整形外科学会事務局宛）していただくもの 

〇 利益相反自己申告書（様式第2） 

利益相反自己申告書は，原則として本学会が指定する別のシステムにより送信してください．   

詳しくは，本学会事務局まで電子メールでお問合せください． 

〇 許諾文書（必要な場合，様式第3） 

 論文は，オンライン投稿システム（日本臨床整形外科学会ウェブサイト（https://jcoa.gr.jp/）の 

専用投稿サイト「ScholarOne Manuscripts」）から投稿し，許諾文書は別途，本学会事務局まで送付

してください． 

 

日本臨床整形外科学会事務局 

                               郵便番号110-0016 

東京都台東区台東4丁目26番8号 

https://jcoa.gr.jp/）の


                               御徒町台東ビル6階 
                                電子メールアドレスoffice@jcoa.sakura.ne.jp 

 

現行 変更案 備考 

※ 1 利益相反自己申告書は，原

則として本学会が指定するシ

ステムにより送信してくださ

い． 詳しくは，本学会事務局ま

で電子メールでお問合せくだ

さい． 

※ 2 

論文は，オンライン投稿シス

テム（日本臨床整形外科学会ウ

ェブサイト(https://jcoa.gr.

jp/)の専用投稿サイト「Schola

rOne Manuscripts」）から投稿

し，許諾文書は別途，本学会事

務局まで送付してください． 

 

 

日本臨床整形外科学会事務局 

郵便番号 110-0016 

東京都台東区台東 4 丁目 26 番

8号 

御徒町台東ビル 6階 

電子メールアドレス office@j

coa.sakura.ne.jp 

 

※ 1 利益相反自己申告書は，原

則として本学会が指定するシ

ステムにより送信してくださ

い． 詳しくは，本学会事務局ま

で電子メールでお問合せくだ

さい． 

※ 2 

論文は，オンライン投稿シス

テム（日本臨床整形外科学会ウ

ェブサイト(https://jcoa.gr.

jp/)の専用投稿サイト「Schol

arOne Manuscripts」）から投稿

し，許諾文書は別途，本学会事

務局まで送付してください． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本臨床整形外科学会事務局 

郵便番号 110-0016 

東京都台東区台東 4 丁目 26 番

8号 

御徒町台東ビル 6階 

電子メールアドレス office@j

coa.sakura.ne.jp 

 

すべての投稿区分に対する共通

の事項となったため、説明文等に

ついては表中に取り込むことと

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局連絡先は、表外にて表示す

る。 

 

 

４．投稿規程（国際化プロジェクト論文，和文一般論文） 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

投稿規程 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

・この規程は，日本臨床整形外科

投稿規程 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

・この規程は，日本臨床整形外科

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

学会雑誌（略称，日臨整誌）に

掲載する国際化プロジェクト

論文及び和文一般論文の投稿

原稿の作成並びに投稿方法な

どについて定める． 

 

 

 

 

・論文は，本規程，執筆要項及び

手引集に定める方法で原稿を

作成し，投稿すること． 

・ここに記載のない事項について

は，ICMJE Recommendationsに

準じること． 

 

 

 

1 著者資格（Authorship Polic

y） 

主著者及び共著者は，原則と

して本学会会員又は本学会の

学会雑誌編集委員会が認めた

者に限る． 

1. 共著者は，論文に実質的かつ

知的に貢献し，担当部分に責任

を持てる者とし，共著者の氏名

は，様式第 1に論文への貢献度

の高い順に記載すること． 

 

2. 責任著者（corresponding au

thor）1 人を様式第 1 で明示す

ること． 

3. 儀礼上のオーサーシップ（gi

ft author, guest author な

ど）は，認められない． 

 

2 二重投稿の禁止 

1. 投稿論文は，未発表又は他に

発表予定がないものに限る． 

2. 同様又は類似した内容の先

行発表がある場合，二重投稿と

みなされる可能性があるため，

これらのコピーを添付し，申告

すること． 

3. 主著者は，学会雑誌編集委員

会から説明を求められたとき

には，詳しく説明しなければな

らない． 

 

3 利益相反の開示（Conflict of

 Interest Policy） 

主著者及びすべての共著者は，

本学会が定める事業活動の利益

相反（COI）に関する指針及び規則

学会雑誌（略称，日臨整誌）に

掲載する国際化プロジェクト

論文及び和文一般論文の投稿

原稿の作成並びに投稿方法な

どについて定める． 

・国際化プロジェクト論文及び

和文一般論文は，本規程に則

り，オンライン投稿システムか

ら投稿すること． 

・論文は，本規程，執筆要項及び

手引集に定める方法で原稿を

作成し，投稿すること． 

・ここに記載のない事項について

は，ICMJE Recommendationsに

準じること． 

 

 

1 著者資格（Authorship Polic

y） 

主著者及び共著者は，原則と

して本学会会員又は本学会の

学会雑誌編集委員会が認めた

者に限る． 

1. 共著者は，論文に実質的かつ

知的に貢献し，担当部分につい

て責任を持てる者とする．共著

者の氏名は，オンライン投稿シ

ステムに論文への貢献度の高

い順に記載すること． 

2. 責任著者（corresponding au

thor）は 1 名とし,オンライン

投稿システムで明示すること． 

3. 儀礼上のオーサーシップ（gi

ft author, guest author な

ど）は，認められない． 

 

2 二重投稿の禁止 

1. 投稿論文は，未発表又は他に

発表予定がないものに限る． 

2. 同様又は類似した内容の先

行発表がある場合，二重投稿と

みなされる可能性があるため，

これらのコピーを添付し，申告

すること． 

3. 主著者は，学会雑誌編集委員

会から説明を求められたとき

には，詳しく説明しなければな

らない． 

 

3 利益相反の開示（Conflict of

 Interest Policy） 

主著者及びすべての共著者は，

本学会が定める事業活動の利益

相反（COI）に関する指針及び規則

に基づき，論文の内容に影響を及

 

 

 

 

 

論文の投稿先を明示した。 

＊学術集会発表演題論文の説明

文と同じとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章の校正をした。 

 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

文章の校正をした。 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

に基づき，論文の内容に影響を及

ぼす可能性がある利益相反の状

態を明示しなければならない（様

式第 2参照）． 

1. 主著者及び共著者全員は，そ

れぞれ別個に，様式第 2（日本

臨床整形外科学会雑誌利益相

反自己申告書）に記載するこ

と． 

2. 主著者は，共著者の申告書を

とりまとめ，指定されたシステ

ムにより本学会事務局まで送

信すること． 

3. 様式第 2の申告内容から，金

額など実額がわかる情報を省

いた上で，利益相反状態を要約

した和文及び英文のステート

メントを様式第1に記載するこ

と．これらは，校正・編集のう

え掲載される． 

 

 

4 著作権 

論文の著作権は，本学会に帰属

する． 

1. 主著者及び共著者全員が，本

学会への著作権の譲渡に同意

したものとみなす． 

2. 本学会の許諾なく，投稿以

後，論文又は論文の著作権を使

用してはならない． 

3. 主著者及び共著者は，自身の

所属機関の機関リポジトリ，デ

ータベース，紀要，病院誌，記

録集又はウェブサイトなどに

掲載された自身の論文（複写，

発行された雑誌の別刷又は本

学会ウェブサイトに掲示され

た電子ファイル）を，完全な形

においてのみ，商用目的ではな

い場合に限り，出典と著作権関

係を明示して掲載することが

できる．その際，様式第 4-1（機

関リポジトリ収載）により，本

学会に連絡すること． 

4. 掲載された論文の全部又は

一部を転載，改変して利用若し

くは引用の範囲を超えて利用

しようとする場合は，様式第 4

-2（転載許諾願い）により，本

学会の許諾を得ること． 

 

5 他の刊行物などの利用及び著

作権の侵害 

他の刊行物などの全部又は一

ぼす可能性がある利益相反の状

態を明示しなければならない（様

式第 2参照）． 

1. 主著者及び共著者全員は，そ

れぞれ別個に，様式第 2（日本

臨床整形外科学会雑誌利益相

反自己申告書）に記載するこ

と． 

2. 主著者は，共著者の申告書を

とりまとめ，指定された別のシ

ステムにより本学会事務局ま

で送信すること． 

3. 様式第 2の申告内容から，金

額など実額が特定される情報

を除いた上で，利益相反状態を

要約した和文及び英文のステ

ートメントをオンライン投稿

システムに記載すること．これ

らは，校正・編集のうえ掲載さ

れる． 

 

4 著作権 

論文の著作権は，本学会に帰属

する． 

1. 主著者及び共著者全員が，本

学会への著作権の譲渡に同意

したものとみなす． 

2. 本学会の許諾なく，投稿以

後，論文又は論文の著作権を使

用してはならない． 

3. 主著者及び共著者は，自身の

所属機関の機関リポジトリ，デ

ータベース，紀要，病院誌，記

録集又はウェブサイトなどに

掲載された自身の論文（複写，

発行された雑誌の別刷又は本

学会ウェブサイトに掲示され

た電子ファイル）を，完全な形

においてのみ，商用目的ではな

い場合に限り，出典と著作権関

係を明示して掲載することが

できる．その際，様式第 4-1（機

関リポジトリ収載）により，本

学会に連絡すること． 

4. 掲載された論文の全部又は

一部を転載，改変して利用若し

くは引用の範囲を超えて利用

しようとする場合は，様式第 4

-2（転載許諾願い）により，本

学会の許諾を得ること． 

 

5 他の刊行物などの利用及び著

作権の侵害 

他の刊行物などの全部又は一

部を転載，改変して利用若しくは

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現を明確にした。 

 

 

 

文章の校正をした。 

 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

部を転載，改変して利用若しくは

引用の範囲を超えて利用しよう

とする場合は，主著者がその著作

権者の許諾を得なければならな

い． 

1. 様式第 3（転載許諾願い）に

より，著作権者の許諾を得，そ

の文書又はその写しを投稿論

文に添付すること． 

2. 論文中に出典と許諾を明示

すること． 

3. 著作権関係が不明なもの，許

諾の有無が不明なものを含む

論文は，掲載しない． 

4. 他者の著作権を侵害した場

合は，主著者がそのすべての責

任を負う． 

 

6 倫理 

文部科学省・厚生労働省「人を

対象とする医学系研究に関する

倫理指針」，ヘルシンキ宣言及び C

IOMS International Ethical Gu

idelines for Health-related R

esearch Involving Humans を遵

守すること．所属機関の倫理委員

会又はそれに準じる機関の承認

を得ることが望ましい． 

 

 

7 個人情報保護 

個人情報は，匿名化すること．

匿名化が困難な場合は，文書によ

る同意を得ること． 

1. 患者の姓名やイニシャル，患

者番号など，個人を特定できる

情報を記載しないこと． 

2. 図や写真は，個人識別ができ

ないように処理すること． 

 

8 受付，査読，採否，掲載の変更，

区分の変更，編集 

論文の掲載は，学会雑誌編集委

員会で決定する． 

1. 査読は，査読委員会と学会雑

誌編集委員が行う． 

2. 学会雑誌編集委員会は，字句

の訂正，組版の修正などを行う

とともに，主著者に原稿の修正

を求めることができる． 

3. 学会雑誌編集委員会は，掲載

を本学会会報に変更すること

ができる． 

4. 主著者は，受付・受理されな

かった場合，本学会会報への投

引用の範囲を超えて利用しよう

とする場合は，主著者がその著作

権者の許諾を得なければならな

い． 

1. 様式第 3（転載許諾願い）に

より，著作権者の許諾を得，そ

の文書又はその写しを本学会

に連絡すること． 

2. 論文中に出典と許諾を明示

すること． 

3. 著作権関係が不明なもの，許

諾の有無が不明なものを含む

論文は，掲載しない． 

4. 他者の著作権を侵害した場

合は，主著者がそのすべての責

任を負う． 

 

6 倫理 

文部科学省・厚生労働省・経済

産業省「人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する倫理指

針」，ヘルシンキ宣言及び CIOMS 

International Ethical Guideli

nes for Health-related Resear

ch Involving Humans を遵守す

ること．所属機関の倫理委員会又

はそれに準じる機関の承認を得

ることが望ましい． 

 

7 個人情報保護 

個人情報は，匿名化すること．

匿名化が困難な場合は，文書によ

る同意を得ること． 

1. 患者の姓名やイニシャル，患

者番号など，個人を特定できる

情報を記載しないこと． 

2. 図や写真は，個人識別ができ

ないように処理すること． 

 

8 受付，査読，採否，掲載の変更，

区分の変更，編集 

論文の掲載は，学会雑誌編集委

員会で決定する． 

1. 査読は，査読委員会と学会雑

誌編集委員が行う． 

2. 学会雑誌編集委員会は，字句

の訂正，組版の修正などを行う

とともに，主著者に原稿の修正

を求めることができる． 

3. 学会雑誌編集委員会は，掲載

を本学会会報に変更すること

ができる． 

4. 主著者は，受付・受理されな

かった場合，本学会会報への投

稿変更を希望することができ

 

 

 

 

 

提出方法を修正した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章の校正をした。 

文書の正式名称変更のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

稿変更を希望することができ

る． 

5. 本学会会報への投稿に変更

する場合，その時点でオンライ

ン投稿システムに登録されて

いる最も新しい原稿が本学会

会報に投稿されたものとして

取り扱い，本学会会報の投稿規

程が適用される． 

6. 学会雑誌編集委員会は，国際

化プロジェクト論文の区分で

投稿された論文を，和文一般論

文に変更することができる． 

7. 学会雑誌編集委員会は，和文

一般論文の区分で投稿された

論文を，主著者の承諾があれ

ば，国際化プロジェクト論文に

変更することができる． 

8. 学会雑誌編集委員会は，国際

化プロジェクト論文又は和文

一般論文の区分で投稿された

論文の主著者に対して，学術集

会発表演題論文への区分変更

を促すことができる． 

9. 学会雑誌編集委員会は，本雑

誌に掲載した論文に問題が生

じたときは，掲載を取り消すこ

とができる． 

 

9 日本臨床整形外科学会学術集

会 

本学会学術集会での発表は，本

雑誌への投稿を求める． 

 

10 著者校正 

1. 国際化プロジェクト論文で

は，学会雑誌編集委員会で受理

後の校正を行った和文原稿と，

その英訳された英文原稿で2回

行い，内容の変更はできない． 

2. 和文一般論文では，ゲラ第 2

稿で 1回行い，内容の変更はで

きない． 

 

11 掲載料 

掲載料は無料とする．ただし，

以下の場合は，主著者の費用負担

とする． 

1. カラーの図表掲載を希望す

る場合． 

2. 文字数が規定を超えて，誌面

の追加を要する場合． 

3. 国際化プロジェクト論文の

主著者が非会員の場合の英訳

費用（主著者が会員の場合は無

る． 

5. 本学会会報への投稿に変更

する場合，その時点でオンライ

ン投稿システムに登録されて

いる最も新しい原稿が本学会

会報に投稿されたものとして

取り扱い，本学会会報の投稿規

程が適用される． 

6. 学会雑誌編集委員会は，国際

化プロジェクト論文の区分で

投稿された論文を，和文一般論

文に変更することができる． 

7. 学会雑誌編集委員会は，和文

一般論文の区分で投稿された

論文を，主著者の承諾があれ

ば，国際化プロジェクト論文に

変更することができる． 

8. 学会雑誌編集委員会は，国際

化プロジェクト論文又は和文

一般論文の区分で投稿された

論文の主著者に対して，学術集

会発表演題論文への区分変更

を促すことができる． 

9. 学会雑誌編集委員会は，本雑

誌に掲載した論文に問題が生

じたときは，掲載を取り消すこ

とができる． 

 

9 日本臨床整形外科学会学術集

会 

本学会学術集会での発表は，本

雑誌への投稿を求める． 

 

10 著者校正 

1. 国際化プロジェクト論文で

は，学会雑誌編集委員会で受理

後の校正を行った和文原稿と，

その英訳された英文原稿で2回

行い，内容の変更はできない． 

2. 和文一般論文では，ゲラ第 2

稿で 1回行い，内容の変更はで

きない． 

 

11 掲載料 

掲載料は無料とする．ただし，

以下の場合は，主著者の費用負担

とする． 

1. カラーの図表掲載を希望す

る場合． 

2. 文字数が規定を超えて，誌面

の追加を要する場合． 

3. 国際化プロジェクト論文の

主著者が非会員の場合の英訳

費用（主著者が会員の場合は無

料）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

料）． 

4. 和文一般論文において，主著

者からの要請により要旨を英

訳する場合． 

 

12 別刷 

別刷は，投稿時に主著者が希望

する場合に，30部以上 10 部単位

で刊行時に製作し，30部を超える

ものの費用は主著者負担とする

（様式第 1に記入，別表参照）． 

 

 

13 その他 

掲載された論文の投稿原稿は，

返却しない． 

 

14 投稿 

投稿は，日本臨床整形外科学会

ウェブサイト（https://jcoa.gr.

jp/）の専用投稿サイト「Scholar

One Manuscripts」からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，必

要事項の入力の上，必要なファイ

ルの提出を行ってください．その

際には，オンライン投稿マニュア

ル，電子投稿の手引きを注意深く

確認してください． 

 

2007年 6月 1日制定 

2024年 4月 21日改定 

2025年 4月 20日改定 

 

4. 和文一般論文において，主著

者からの要請により要旨を英

訳する場合． 

 

12 別刷 

別刷は，投稿時に主著者が希望

する場合に，30部以上 10 部単位

で刊行時に製作し，30部を超える

ものの費用は主著者負担とする

（オンライン投稿システム上で

記入，別表参照）． 

 

13 その他 

掲載された論文の投稿原稿は，

返却しない． 

 

14 投稿 

投稿は，日本臨床整形外科学会

ウェブサイト（https://jcoa.gr.

jp/）の専用投稿サイト「Scholar

One Manuscripts」からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，必

要事項の入力の上，必要なファイ

ルの提出を行ってください．その

際には，オンライン投稿マニュア

ル，電子投稿の手引きを注意深く

確認してください． 

 

2007年 6月 1日制定 

2024年 4月 21日改定 

2025年 4月 20日改定 

2026年〇月〇日改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先を明記した。 

別表参照とは、本誌に掲載して 

いる別刷料金一覧表のことであ 

るため、このままの表記を残す 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．執筆要項（国際化プロジェクト論文，和文一般論文） 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

執筆要項 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

1 投稿原稿の区分と字数図表点

数の区分 

1. 様式第1で国際化プロジェク

ト論文，和文一般論文，その他

（レターなど）のいずれか希望

する区分を選択すること． 

2． 原稿の字数は，本文，付言と

文献で数える． 

執筆要項 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

1 投稿原稿の区分と字数図表点

数の区分 

1.  オンライン投稿システム上

で国際化プロジェクト論文，和

文一般論文，その他（レターな

ど）のいずれか希望する区分を

選択すること． 

2． 原稿の字数は，本文，付言と

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

総説，原著，臨床経験など 

12,000 字以内で図表は合計 15

点まで． 

症例報告，その他 6,000字

以内で図表は合計 8点まで． 

レター 2,000字以内． 

 

 

3. 表，写真，グラフ，線画，チ

ャート及びイラストなどは，1

点ずつを別個に数える． 

4. その他必要な事項は，学会雑

誌編集委員会が定める． 

5. これらの区分にあてはまら

ない場合や不明な場合は，投稿

前に学会雑誌編集委員会に相

談すること． 

 

2 原稿の作成 

1. 学術用語は，医学用語辞典

（日本医学会），整形外科学用

語集（日本整形外科学会），その

他各学会の用語集に原則とし

て従うこと． 

2. 固有名詞と外国語は原則と

して原語で記載する．日本語化

した外国語はカタカナで記載

してよい． 

3. 和文中の句点は全角のピリ

オド（．），読点は全角のカンマ

（，）を用いる． 

4. 数量は，原則として国際単位

系（Le Système international 

d’unités，SI単位）に従う（mm，

m，ml，l，mg，g，kg，℃など）．

SI単位以外では，医学分野で常

用されているもの（mmHgなど）

を用いる． 

5. 暦年は，西暦の全桁表示を基

本とする（2019 年，2019 年度

のように表記）．法文などで和

暦での記載を要する場合は，そ

の限りではない． 

6. 略語を用いる場合は，初出時

に，日本語は正式な表記，欧文

はフルスペルを記して略語を

示す（初出処理；欧文と和語を

併記することは差し支えな

い）．略語は，要旨と本文それぞ

れで初出処理を行い，一度使用

した後は，一貫して使用する． 

例 厚生労働省（以下厚労省） 

rheumatoid arthritis（以

下 RA） 

人工膝関節全置換術（tota

文献で数える． 

総説，原著，臨床経験など 

12,000 字以内で図表は合計 15

点まで． 

症例報告，その他 6,000字

以内で図表は合計 8点まで． 

レター 2,000字以内． 

 

3. 表，写真，グラフ，線画，チ

ャート及びイラストなどは，1

点ずつを別個に数える． 

4. その他必要な事項は，学会雑

誌編集委員会が定める． 

5. これらの区分にあてはまら

ない場合や不明な場合は，投稿

前に学会雑誌編集委員会に相

談すること． 

 

2 原稿の作成 

1. 学術用語は，医学用語辞典

（日本医学会），整形外科学用

語集（日本整形外科学会），その

他各学会の用語集に原則とし

て従うこと． 

2. 固有名詞と外国語は原則と

して原語で記載する．日本語化

した外国語はカタカナで記載

してよい． 

3. 和文中の句点は全角のピリ

オド（．），読点は全角のカンマ

（，）を用いる． 

4. 数量は，原則として国際単位

系（Le Système international 

d’unités，SI単位）に従う（mm，

m，ml，l，mg，g，kg，℃など）．

SI単位以外では，医学分野で常

用されているもの（mmHgなど）

を用いる． 

5. 暦年は，西暦の全桁表示を基

本とする（2019 年，2019 年度

のように表記）．法文などで和

暦での記載を要する場合は，そ

の限りではない． 

6. 略語を用いる場合は，初出時

に，日本語は正式な表記，欧文

はフルスペルを記して略語を

示す（初出処理；欧文と和語を

併記することは差し支えな

い）．略語は，要旨と本文それぞ

れで初出処理を行い，一度使用

した後は，一貫して使用する． 

例 厚生労働省（以下厚労省） 

rheumatoid arthritis（以

下 RA） 

人工膝関節全置換術（tota

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

 l knee arthroplasty，以

下 TKA） 

7. 薬品，材料又は機器などの商

品名を要旨又は本文中に記載

するときは，要旨，本文のそれ

ぞれの初出時に商品名，商標又

は登録商標であることを明示

する． 

登録商標には®（○の中の R

の右肩文字の記号，registered

 sign）を付記する．商品名に™

（右肩文字の TM，trade mark 

sign）がついている場合は，そ

れを付記する． 

例 薬品名 

一般名（商品名®又は™） 

diclofenac sodium（ボル

タレン®錠 25mg） 

例 材料名，機器名 

一般名（商品名®又は™，会

社名，所在地） 

アルミニウム製副子（アル

フェンス®，アルケア，東

京） 

MRI（Magnetom™，Siemens，

Munich，Germany） 

8. 統計は，検定法，有意水準と

ソフトウエアの情報を記載す

る． 

例 IBM® SPSS® Statistics 2

1.0（Mac® client versio

n, IBM, Armonk, NY, US

A） 

StatView for Windows®Ve

rsion 5.0（SAS Institut

e, Cary, NC, USA） 

医療データ専用統計解析

ソフト Dr.SPSS II for W

indows（東京，南江堂，20

02年，version 11.0J, IB

M, Armonk, NY, USA） 

 

3 原稿の構成 

1. 国際化プロジェクト論文の

原稿は，表紙，要旨（和文），本

文，付言，文献，図表の表題と

図の説明文及び図表で構成す

る． 

国際化プロジェクト論文は，

和文原稿を査読後に英訳する

ため，投稿時の要旨は和文のみ

でよい． 

 

2. 和文一般論文の原稿は，表

紙，要旨（和文及び英文），本文，

l knee arthroplasty，以

下 TKA） 

7. 薬品，材料又は機器などの商

品名を要旨又は本文中に記載

するときは，要旨，本文のそれ

ぞれの初出時に商品名，商標又

は登録商標であることを明示

する． 

登録商標には®（○の中の R

の右肩文字の記号，registered

 sign）を付記する．商品名に™

（右肩文字の TM，trade mark 

sign）がついている場合は，そ

れを付記する． 

例 薬品名 

一般名（商品名®又は™） 

diclofenac sodium（ボル

タレン®錠 25mg） 

例 材料名，機器名 

一般名（商品名®又は™，会

社名，所在地） 

アルミニウム製副子（アル

フェンス®，アルケア，東

京） 

MRI（Magnetom™，Siemens，

Munich，Germany） 

8. 統計は，検定法，有意水準と

ソフトウエアの情報を記載す

る． 

例 IBM® SPSS® Statistics 2

1.0（Mac® client versio

n, IBM, Armonk, NY, US

A） 

StatView for Windows®Ve

rsion 5.0（SAS Institut

e, Cary, NC, USA） 

医療データ専用統計解析

ソフト Dr.SPSS II for W

indows（東京，南江堂，20

02年，version 11.0J, IB

M, Armonk, NY, USA） 

 

3 原稿の構成 

1. 国際化プロジェクト論文の

原稿は，表紙，要旨（和文），本

文，付言，文献，図表の表題と

図の説明文及び図表で構成す

る． 

国際化プロジェクト論文は，

和文原稿を査読後に英訳する

ため，投稿時の要旨は和文のみ

でよい． 

 

2. 和文一般論文の原稿は，表

紙，要旨（和文及び英文），本文，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙に対する説明のため、「表紙」

という表示は残す。 

 

 

 

 

 

 

 

表紙に対する説明のため、「表紙」

という表示は残す。 



現行 変更案 備考 

付言，文献，図表の表題と図の 

説明文及び図表で構成する． 

和文一般論文は，300words以

内の英文要旨（abstract）も記

すこととする． 

3. その他（レターなど）は，こ

の限りではない． 

 

4 原稿の各項目 

1. 表紙は，様式第1を用いるか，

これと同等の書式で様式第1の

各項を記載する． 

2. 和文要旨は，400 字以内で，

論文の概要と最も重要な論点

を簡潔に記述する． 

原則として，緒言（又は目的，

背景など），（対象又は材料など

と）方法，結果，考察，結論（又

は結語など）の各段落で構成す

る．症例報告は，緒言，症例，

考察，結語の各段落で構成す

る．それぞれの冒頭に見出しを

記すこと． 

要旨は，本文からは独立して

扱い，略語，商品名の初出時の

記載（初出処理）を行うこと．

特に必要でない限り，要旨中に

商品名を記載することは避け

る． 

3. 英文要旨（英文 abstract）は，

300words以内で記すること．原

則として objective（purpose 

or background），（materials a

nd）methods，results，discus

sion，conclusionで構成する．

症例報告では，introduction，

case presentation，discussio

n，conclusion で構成する．そ

れぞれの冒頭に見出しを記す

こと． 

主著者は，英文 abstract を

用意することができない場合，

和文要旨からの英訳のサービ

スを申し込むことができる．そ

の場合は，様式第 1の申し込み

欄で申し込むこと．英訳は，和

文要旨のみに基づいて受理後

に行われる．その場合英訳は著

者負担とする． 

 

4. 原則として，本文は，緒言（又

は目的，背景など），（対象又は

材料などと）方法，結果，考察，

結論（又は結語など）で構成し，

症例報告は，緒言，症例，考察，

付言，文献，図表の表題と図の

説明文及び図表で構成する． 

和文一般論文は，300words以

内の英文要旨（abstract）も記

すこととする． 

3. その他（レターなど）は，こ

の限りではない． 

 

4 原稿の各項目 

1. 表紙情報はオンライン投稿

システムで様式第 1 に揚げる

項目を入力する． 

2. 和文要旨は，400 字以内で，

論文の概要と最も重要な論点

を簡潔に記述する． 

原則として，緒言（又は目的，

背景など），（対象又は材料など

と）方法，結果，考察，結論（又

は結語など）の各段落で構成す

る．症例報告は，緒言，症例，

考察，結語の各段落で構成す

る．それぞれの冒頭に見出しを

記すこと． 

要旨は，本文からは独立して

扱い，略語，商品名の初出時の

記載（初出処理）を行うこと．

特に必要でない限り，要旨中に

商品名を記載することは避け

る． 

3. 英文要旨（英文 abstract）は，

300words以内で記すること．原

則として objective（purpose 

or background），（materials a

nd）methods，results，discus

sion，conclusionで構成する．

症例報告では，introduction，

case presentation，discussio

n，conclusion で構成する．そ

れぞれの冒頭に見出しを記す

こと． 

主著者は，英文 abstract を

用意することができない場合，

和文要旨からの英訳のサービ

スを申し込むことができる．そ

の場合は，オンライン投稿シス

テム上の申し込み欄で申し込

むこと．英訳は，和文要旨のみ

に基づいて受理後に行われる．

その場合英訳費用は著者負担

とする． 

4. 原則として，本文は，緒言（又

は目的，背景など），（対象又は

材料などと）方法，結果，考察，

結論（又は結語など）で構成し，

症例報告は，緒言，症例，考察，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先及び表紙に対する

説明のため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

文書を校正した。 

 

 



現行 変更案 備考 

結語で構成すること． 

5. 付言は，以下に例示する事

項，その他に関する記述であ

り，本文の後ろに記す． 

謝辞． 

貢献者や著者とするまでも

ない共同研究者． 

学会発表など先行発表． 

転載の許諾など著作権に関

する事項． 

6. 文献は，必要不可欠なものと

する． 

論文中で言及した診断基準，

評価基準，ガイドラインなど

は，原典又は信頼できる総説の

参照を明示する． 

文献の記載方法は，文献の記

載の手引きに従い，本文中の引

用順に記載し，参照個所には文

献番号を記入する． 

私信などで十分な文献情報

を記すことができない場合を

除き，文献情報を調査すること

ができるものであること． 

文献は，文献の添付の手引き

に沿ってコピーを 1 部ずつ付

けること． 

学会雑誌編集委員会は，主著

者に文献の完全なコピーの提

出を求めることができる． 

7. 図表には表題を，図には，原

則として図を説明し簡略に結

論づける説明文を付け，これら

を文献の後に記載すること．本

文とまったく，あるいはほとん

ど同じ文面の説明文は，付ける

べきではない． 

図表は，特にカラーのものを

掲載する必要がある場合を除

き白黒（グレースケール），背景

色は特に必要でない限り白と

し，そのまま版下に使うことが

できる程度の鮮明，精彩な品質

であること． 

図表中の脚注には，次の記号

を原則としてこの順番で用い

る． 

* † ‡ § ¦¦ ¶ ** †† 

‡‡ 

写真は，個人識別ができない

ように処理を行うこと． 

例 目に入れる黒細線または

眼球の黒塗り． 

顔その他へのモザイク処

理． 

結語で構成すること． 

5. 付言は，以下に例示する事

項，その他に関する記述であ

り，本文の後ろに記す． 

謝辞． 

貢献者や著者とするまでも

ない共同研究者． 

学会発表など先行発表． 

転載の許諾など著作権に関

する事項． 

6. 文献は，必要不可欠なものと

する． 

論文中で言及した診断基準，

評価基準，ガイドラインなど

は，原典又は信頼できる総説の

参照を明示する． 

文献の記載方法は，文献の記

載の手引きに従い，本文中の引

用順に記載し，参照個所には文

献番号を記入する． 

私信などで十分な文献情報

を記すことができない場合を

除き，文献情報を調査すること

ができるものであること． 

文献は，文献の添付の手引き

に沿ってコピーを 1 部ずつ付

けること． 

学会雑誌編集委員会は，主著

者に文献の完全なコピーの提

出を求めることができる． 

7. 図表には表題を，図には，原

則として図を説明し簡略に結

論づける説明文を付け，これら

を文献の後に記載すること．本

文とまったく，あるいはほとん

ど同じ文面の説明文は，付ける

べきではない． 

図表は，特にカラーのものを

掲載する必要がある場合を除

き白黒（グレースケール），背景

色は特に必要でない限り白と

し，そのまま版下に使うことが

できる程度の鮮明，精彩な品質

であること． 

図表中の脚注には，次の記号

を原則としてこの順番で用い

る． 

* † ‡ § ¦¦ ¶ ** †† 

‡‡ 

写真は，個人識別ができない

ように処理を行うこと． 

例 目に入れる黒細線または

眼球の黒塗り． 

顔その他へのモザイク処

理． 



現行 変更案 備考 

フィルム上の名前，個人識

別につながるその他の文

字，衣服の模様などの消

去． 

 

フィルム上の名前，個人識

別につながるその他の文

字，衣服の模様などの消

去． 

 

 

 

６．学術集会発表演題論文投稿規程 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

学術集会発表演題論文投稿規程 

 

・この規程は，日本臨床整形外科

学会雑誌（略称，日臨整誌）に

掲載する学術集会発表演題論

文の投稿について定める． 

・学術集会発表演題論文は，本規

程に則り，オンライン投稿シス

テムから投稿すること． 

・様式第 1は，オンライン投稿シ

ステムから投稿するときに，論

文とともに送信する． 

・様式第 2は，指定されたシステ

ムにより送信する． 

・様式第 3は，本学会事務局まで

別送する． 

 

1 定義，著者資格 

本学会学術集会で発表した演

題の内容をオンライン投稿シス

テムから投稿するものである． 

主著者及び共著者は，発表した

演題の演者（筆頭演者と共同演

者）に限る． 

1. 共著者は，論文に実質的かつ

知的に貢献し，担当部分に責任

を持てる者とし，共著者の氏名

は，様式第 1に論文への貢献度

の高い順に記載すること． 

 

2. 責任著者（corresponding au

thor）1 人を様式第 1 で明示す

ること． 

3. 儀礼上のオーサーシップ（gi

ft author, guest author な

ど）は認められない． 

 

2 原稿の構成 

原稿は，要旨（和文），本文，付

言（必要な場合），文献，図表の表

題，図の説明文及び図表で構成す

る．本文は，緒言（又は目的，背

学術集会発表演題論文投稿規程 

 

・この規程は，日本臨床整形外科

学会雑誌（略称，日臨整誌）に

掲載する学術集会発表演題論

文の投稿について定める． 

・学術集会発表演題論文は，本規

程に則り，オンライン投稿シス

テムから投稿すること． 

・様式第 1は，表紙に相当するも

のであり，オンライン投稿シス

テムで入力する． 

・様式第 2は，指定された別のシ

ステムにより送信する． 

・様式第 3は，本学会事務局まで

別送する． 

 

1 定義，著者資格 

本学会学術集会で発表した演

題の内容をオンライン投稿シス

テムから投稿するものである． 

主著者及び共著者は，発表した

演題の演者（筆頭演者と共同演

者）に限る． 

1. 共著者は，論文に実質的かつ

知的に貢献し，担当部分につい

て責任を持てる者とする．共著

者の氏名は，オンライン投稿シ

ステムに論文への貢献度の高

い順に記載すること． 

2. 責任著者（corresponding au

thor）は 1名とし，オンライン

投稿システムで明示すること． 

3. 儀礼上のオーサーシップ（gi

ft author, guest author な

ど）は認められない． 

 

2 原稿の構成 

原稿は，表紙，要旨（和文），本

文，付言（必要な場合），文献，図

表の表題，図の説明文及び図表で

構成する．本文は，緒言（又は目

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先及び表紙に対する

説明を記載した。 

 

表現を明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現を明確にした。 

 

情報の記載先を明記した。 
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現行 変更案 備考 

景など），対象と方法，結果，考察

及び結論（又は結語など）で構成

し，症例報告の本文は，緒言，症

例，考察及び結語で構成するこ

と． 

 

3 投稿原稿の字数・図表点数 

要旨は，全角換算 200字以内，

本文，付言，文献を合わせて 2,0

00字以内，図表合わせて 2点以内

にすること． 

 

4 二重投稿の禁止 

1. 同様又は類似した内容の先

行発表や，二重投稿とみなされ

る可能性がある先行発表があ

る場合には，これらのコピーを

添付し申告すること． 

2. 主著者は，学会雑誌編集委員

会から同様又は類似した内容

の先行発表等に関する説明を

求められたときには，詳しく説

明しなければならない． 

3. 同じ内容の論文や著作物を

他に発表することはできない． 

 

5 利益相反の開示（Conflict of

 Interest Policy） 

主著者及びすべての共著者は，

本学会が定める事業活動の利益

相反（COI）に関する指針及び規則

に基づき，論文の内容に影響を及

ぼす可能性がある利益相反の状

態を明示しなければならない（様

式第 2参照）． 

1. 主著者及び共著者全員は，そ

れぞれ別個に，様式第 2（日本

臨床整形外科学会雑誌利益相

反自己申告書）に記載する． 

2. 主著者は，共著者の申告書を

とりまとめて，指定されたシス

テムにより本学会事務局まで

送信すること． 

3. 様式第 2の申告の内容から，

金額など実額がわかる情報を

省いた利益相反状態の要約を，

和文及び英文のステートメン

トを様式第 1に記載すること．

これらは，校正・編集のうえ掲

載される． 

 

6 著作権 

論文の著作権は，本学会に帰属

する． 

1. 主著者及び共著者全員が，本

的，背景など），対象と方法，結果，

考察及び結論（又は結語など）で

構成し，症例報告の本文は，緒言，

症例，考察及び結語で構成するこ

と． 

 

3 投稿原稿の字数・図表点数 

要旨は，全角換算 200字以内，

本文，付言，文献を合わせて 2,0

00字以内，図表合わせて 2点以内

にすること． 

 

4 二重投稿の禁止 

1. 同様又は類似した内容の先

行発表や，二重投稿とみなされ

る可能性がある先行発表があ

る場合には，これらのコピーを

添付し申告すること． 

2. 主著者は，学会雑誌編集委員

会から同様又は類似した内容

の先行発表等に関する説明を

求められたときには，詳しく説

明しなければならない． 

3. 同じ内容の論文や著作物を

他に発表することはできない． 

 

5 利益相反の開示（Conflict of

 Interest Policy） 

主著者及びすべての共著者は，

本学会が定める事業活動の利益

相反（COI）に関する指針及び規則

に基づき，論文の内容に影響を及

ぼす可能性がある利益相反の状

態を明示しなければならない（様

式第 2参照）． 

1. 主著者及び共著者全員は，そ

れぞれ別個に，様式第 2（日本

臨床整形外科学会雑誌利益相

反自己申告書）に記載する． 

2. 主著者は，共著者の申告書を

とりまとめて，指定された別の

システムにより本学会事務局

まで送信すること． 

3. 様式第 2の申告内容から，金

額など実額が特定される情報

を除いた上で，利益相反状態を

要約した和文及び英文のステ

ートメントをオンライン投稿

システムに記載すること．これ

らは，校正・編集のうえ掲載さ

れる． 

 

6 著作権 

論文の著作権は，本学会に帰属

する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現を明確にした。 
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情報の記載先を明記した。 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

学会への著作権の譲渡に同意

したものとみなす． 

2. 本学会の許諾なく，投稿以

後，論文又は論文の著作権を使

用してはならない． 

3. 主著者及び共著者は，自身の

所属機関の機関リポジトリ，デ

ータベース，紀要，病院誌，記

録集又はウェブサイトなどに，

掲載された自身の論文（複写，

発行された雑誌の別刷又は本

学会ウェブサイトに掲示され

た電子ファイル）を，完全な形

においてのみ，商用目的ではな

い場合に限り，出典と著作権関

係を明示して掲載することが

できる．その際，様式第 4-1（機

関リポジトリ収載）にて本学会

に連絡すること． 

 

4. 掲載された論文の全部又は

一部を転載，改変して利用若し

くは引用の範囲を超えて利用

しようとする場合は，様式第 4

-2（転載許諾願い）により，本

学会の許諾を得ること． 

 

7 他の刊行物などの利用及び著

作権の侵害 

他の刊行物などの全部又は一

部を転載，改変して利用若しくは

引用の範囲を超えて利用しよう

とする場合は，主著者がその著作

権者の許諾を得なければならな

い． 

1. 様式第 3（転載許諾願い）に

て著作権者の許諾を得，その文

書又はその写しを投稿論文に

添付すること． 

2. 論文中に出典と許諾を明示

すること． 

3. 著作権関係が不明なもの，許

諾の有無が不明なものを含む

論文は，掲載しない． 

4. 他者の著作権を侵害した場

合は，主著者がそのすべての責

任を負う． 

 

8 倫理 

文部科学省・厚生労働省「人を

対象とする医学系研究に関する

倫理指針」，ヘルシンキ宣言及び C

IOMS International Ethical Gu

idelines for Health-related R

esearch Involving Humans を遵

1. 主著者及び共著者全員が，本

学会への著作権の譲渡に同意

したものとみなす． 

2. 本学会の許諾なく，投稿以

後，論文又は論文の著作権を使

用してはならない． 

3. 主著者及び共著者は，自身の

所属機関の機関リポジトリ，デ

ータベース，紀要，病院誌，記

録集又はウェブサイトなどに，

掲載された自身の論文（複写，

発行された雑誌の別刷又は本

学会ウェブサイトに掲示され

た電子ファイル）を，完全な形

においてのみ，商用目的ではな

い場合に限り，出典と著作権関

係を明示して掲載することが

できる．その際，様式第 4-1（機

関リポジトリ収載）にて本学会

に連絡すること． 

 

4. 掲載された論文の全部又は

一部を転載，改変して利用若し

くは引用の範囲を超えて利用

しようとする場合は，様式第 4

-2（転載許諾願い）により，本

学会の許諾を得ること． 

 

7 他の刊行物などの利用及び著

作権の侵害 

他の刊行物などの全部又は一

部を転載，改変して利用若しくは

引用の範囲を超えて利用しよう

とする場合は，主著者がその著作

権者の許諾を得なければならな

い． 

1. 様式第 3（転載許諾願い）に

て著作権者の許諾を得，その文

書又はその写しを本学会に連

絡すること． 

2. 論文中に出典と許諾を明示

すること． 

3. 著作権関係が不明なもの，許

諾の有無が不明なものを含む

論文は，掲載しない． 

4. 他者の著作権を侵害した場

合は，主著者がそのすべての責

任を負う． 

 

8 倫理 

文部科学省・厚生労働省・経済

産業省「人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する倫理指

針」，ヘルシンキ宣言及び CIOMS 

International Ethical Guideli
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文書の正式名称変更のため。 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

守すること．所属機関の倫理委員

会又はそれに準じる機関の承認

を得ることが望ましい． 

 

 

 

9 個人情報保護 

個人情報は，匿名化すること．

匿名化が困難な場合は，文書によ

る同意を得ること． 

1. 患者の姓名やイニシャル，患

者番号など，個人を特定できる

情報を記載しないこと． 

2. 図や写真は，個人識別ができ

ないように処理をすること． 

 

10 原稿の作成 

1. 原稿の文字数やデータ量な

どは，オンライン投稿システム

の制約内であること． 

2. 図表は白黒（グレースケー

ル）で作成すること．カラーの

図表は，オンライン投稿システ

ムの制約上，投稿できない場合

がある． 

4. カラーで投稿された図表は，

カラー情報を破棄して白黒（グ

レースケール）で印刷する．カ

ラーのものを白黒（グレースケ

ール）化した場合に判読できな

くなることがあるので注意す

ること．図表の編集製版での修

正はしない． 

4. 参考文献は，文献の記載の手

引きに準じて記すこと． 

 

11 受付，査読，採否，掲載の変

更，編集 

論文の掲載は，学会雑誌編集委

員会で決定する． 

1. 査読は，学術委員会と学会雑

誌編集委員会で行う． 

2. 学会雑誌編集委員会は，字句

の訂正，組版の修正などを行う

とともに，主著者に原稿の修正

を求めることができる． 

3. 学会雑誌編集委員会は，掲載

を本学会会報に変更すること

ができる． 

4. 学会雑誌編集委員会は，本雑

誌に掲載した論文に問題が生

じたときは，掲載を取り消すこ

とができる． 

 

12 英文 abstract 

nes for Health-related Resear

ch Involving Humans を遵守す

ること．所属機関の倫理委員会又

はそれに準じる機関の承認を得

ることが望ましい． 

 

9 個人情報保護 

個人情報は，匿名化すること．

匿名化が困難な場合は，文書によ

る同意を得ること． 

1. 患者の姓名やイニシャル，患

者番号など，個人を特定できる

情報を記載しないこと． 

2. 図や写真は，個人識別ができ

ないように処理をすること． 

 

10 原稿の作成 

1. 原稿の文字数やデータ量な

どは，オンライン投稿システム

の制約内であること． 

1. 図表は白黒（グレースケー

ル）で作成すること．カラーの

図表は，オンライン投稿システ

ムの制約上，投稿できない場合

がある． 

2 カラーで投稿された図表は，

カラー情報を破棄して白黒（グ

レースケール）で印刷する．カ

ラーのものを白黒（グレースケ

ール）化した場合に判読できな

くなることがあるので注意す

ること．図表の編集製版での修

正はしない． 

3. 参考文献は，文献の記載の手

引きに準じて記すこと． 

 

11 受付，査読，採否，掲載の変

更，編集 

論文の掲載は，学会雑誌編集委

員会で決定する． 

1. 査読は，学術委員会と学会雑

誌編集委員会で行う． 

2. 学会雑誌編集委員会は，字句

の訂正，組版の修正などを行う

とともに，主著者に原稿の修正

を求めることができる． 

3. 学会雑誌編集委員会は，掲載

を本学会会報に変更すること

ができる． 

4. 学会雑誌編集委員会は，本雑

誌に掲載した論文に問題が生

じたときは，掲載を取り消すこ

とができる． 

 

12 英文 abstract 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字数は項目 3で規定している 

また、現システムでは入力文字数

を制限できないため削除 

番号修正 
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現行 変更案 備考 

英文 abstractは，和文要旨か

ら本学会で英訳する（費用は本学

会負担）． 

 

13 著者校正 

著者校正はゲラ第 2稿で 1回の

み行い，著者校正では内容の変更

はできない． 

 

14 掲載料 

掲載料は無料とする． 

 

15 別刷 

別刷は，投稿時に著者が希望す

る場合に，30 部以上 10部単位で

刊行時に製作し，30部を超えるも

のの費用は主著者負担とする（別

表参照）． 

 

 

16 原稿の作成と提出 

投稿は，日本臨床整形外科学会

ウェブサイト（https://jcoa.gr.

jp/）の専用投稿サイト「Scholar

One Manuscripts」からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，必

要事項を入力したうえで，必要な

ファイルを提出すること．その際

には，オンライン投稿マニュアル

及び電子投稿の手引きを注意深

く確認すること． 

 

2019年 5月 31日制定 

2024年 4月 21日改定 

2025年 4月 20日改定 

 

英文 abstractは，和文要旨か

ら本学会で英訳する（費用は本学

会負担）． 

 

13 著者校正 

著者校正はゲラ第 2稿で 1回の

み行い，著者校正では内容の変更

はできない． 

 

14 掲載料 

掲載料は無料とする． 

 

15 別刷 

別刷は，投稿時に著者が希望す

る場合に，30 部以上 10部単位で

刊行時に製作し，30部を超えるも

のの費用は主著者負担とする（オ

ンライン投稿システム上で記入，

別表参照）． 

 

16 原稿の作成と提出 

投稿は，日本臨床整形外科学会

ウェブサイト（https://jcoa.gr.

jp/）の専用投稿サイト「Scholar

One Manuscripts」からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，必

要事項を入力したうえで，必要な

ファイルを提出すること．その際

には，オンライン投稿マニュアル

及び電子投稿の手引きを注意深

く確認すること． 

 

2019年 5月 31日制定 

2024年 4月 21日改定 

2025年 4月 20日改定 

2026年〇月〇日改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の記載先を明記した。 

国際化プロジェクト論文・和文一

般論文の表現と同じにした。 

 

 

 

 

 

７．電子投稿の手引き 
 

新旧対照表 

現行 変更案 備考 

電子投稿の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文，学術集会発表演題論文 

 

・以下の各項の注意に沿って投稿

原稿を作成してください． 

・受け付けることができない場合

又は原稿の作り直しを要する

電子投稿の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文，学術集会発表演題論文 

 

・以下の各項の注意に沿って投稿

原稿を作成してください． 

・受け付けることができない場合

又は原稿の作り直しを要する

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

場合があります． 

 

1 使用するソフトウェア 

1. 文章，表及び線画である図

（グラフ，チャートなど）は，

以下のソフトウェアのいずれ

かで作成してください． 

Microsoft社製 Office 

Apple社製 iWork® 

これら以外のソフトウェア

で作成する場合は，学会雑誌編

集委員会に相談してください． 

 

2. 電子ファイルの再現に問題

が生じる場合があり，作り直し

を求めることがあります． 

再現性に支障を来す機種固

有の機能（マクロなど）を持た

せないようにしてください． 

3. PDF（Portable Document Fo

rmat）形式のファイルを投稿す

る場合でも，Office又は iWork

®のファイルもアップロードし

てください． 

4. 紙原稿を画像として電子化

したものは，受け付けることが

できません（手書きの線画やイ

ラストを除く）． 

 

2 文章の電子ファイル 

文章の原稿は，Microsoft 社製

 Word®又は Apple 社製 Pages®を

用い，以下の設定で作成してくだ

さい． 

  A4版，縦置き，横書き． 

1行あたり全角 40文字前後，

1ページあたり 40行前後． 

文字の大きさは 12 ポイント

前後． 

各ページの下にページ番号

を付記． 

 

3 文字 

1. アルファベット，算用数字，

英文記号は，1 バイト文字（半

角文字）を用いてください． 

2. ローマ数字や丸の中の英数

字，度量衡の単位の記号などを

使用する場合は，機種依存文字

の使用を避けてください． 

ローマ数字は，アルファベッ

トの 1バイト文字 I，V，X，

i，v，x で記載． 

度量衡の記号は，c，m，k，g，

l などのアルファベットの 1

場合があります． 

 

1 使用するソフトウェア 

1. 文章，表及び線画である図
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現行 変更案 備考 

バイト文字で記載． 

3. 半角のカタカナ及び半角の

日本語記号は使用しないでく

ださい． 

4. 人名などで特定の字体で表

記する必要がある場合は，論文

の末尾にどの字体の漢字を使

用しているかを注記してくだ

さい． 

 例 葛飾（論文の末尾に以下の

ように記載） 

 

4ページ 6行目の「葛」は，

下がかぎの中に「人」の字

の「葛」． 

 

4 写真，画像の電子ファイル 

X 線写真，症例などの写真及び

画像は，白黒（グレースケール）

とします． 

カラーでの掲載が必要な場合

は，原稿にその旨を明記してくだ

さい．この場合，著者が製作費を

負担するものとします． 

写真や画像の電子ファイルは，

圧縮したり，Microsoft社製 Wor

d®，PowerPoint® などのファイル

上に貼り付けたりせず，オリジナ

ルのものを1点ずつ別々に送稿し

てください． 

各ファイルには，図表番号と同

じファイル名を付けてください． 

  例 fig1a.tif 

1. 1 点あたりのデータ量が少な

い場合，印刷に適さず，受け付

けることができません． 

2. 個人情報の匿名化処理や文

字，記号，線などの書き込みが

必要な場合は，加工前のオリジ

ナルファイルと加工後のファ

イルの両方を送稿してくださ

い． 

3. 写真や画像を組み合わせた

レイアウトを作成する場合，Mi

crosoft社製 Word® や PowerP

oint® などのソフトウェア又

はPDF形式のファイルに貼り付

けてもかまいません．ただし，

オリジナルのデータ量を保持

した状態で，鮮明かつ精細な画

像として版下に使用できるよ

うに貼り付けてください． 

 

5 図表の電子ファイル 

白黒（グレースケール） とし，

バイト文字で記載． 

3. 半角のカタカナ及び半角の

日本語記号は使用しないでく

ださい． 

4. 人名などで特定の字体で表

記する必要がある場合は，論文

の末尾にどの字体の漢字を使

用しているかを注記してくだ

さい． 

 例 葛飾（論文の末尾に以下の

ように記載） 

 

4ページ 6行目の「葛」は，
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画像は，白黒（グレースケール）

とします． 

カラーでの掲載が必要な場合

は，原稿にその旨を明記してくだ

さい．この場合，著者が製作費を

負担するものとします． 

写真や画像の電子ファイルは，

圧縮したり，Microsoft社製 Wor

d®，PowerPoint® などのファイル

上に貼り付けたりせず，オリジナ

ルのものを1点ずつ別々に送稿し

てください． 

各ファイルには，図表番号と同

じファイル名を付けてください． 

  例 fig1a.tif 

1. 1 点あたりのデータ量が少な

い場合，印刷に適さず，受け付

けることができません． 

2. 個人情報の匿名化処理や文

字，記号，線などの書き込みが

必要な場合は，加工前のオリジ

ナルファイルと加工後のファ

イルの両方を送稿してくださ

い． 

3. 写真や画像を組み合わせた

レイアウトを作成する場合，Mi

crosoft社製 Word® や PowerP

oint® などのソフトウェア又

はPDF形式のファイルに貼り付

けてもかまいません．ただし，

オリジナルのデータ量を保持

した状態で，鮮明かつ精細な画

像として版下に使用できるよ

うに貼り付けてください． 

 

5 図表の電子ファイル 

白黒（グレースケール） とし，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

背景色は特に必要でない限り白

（又は設定なし）としてくださ

い． 

カラーの掲載が必要な場合 

は，主著者が製作費を負担する

ものとします． 

フォントは，太字（ボールド，

bold）を使用しないでください 

（印刷時に文字が潰れる可能性

があります）． 

手書きの線画やイラスト，紙の

刊行物をスキャナで取り込む場

合は，以下の設定を推奨します． 

グレースケール，300dpi（do

t per inch）以上の精細度で

スキャン． 

TIFF 形式の場合は非圧縮に

設定． 

JPEG形式・PDF形式の場合は

圧縮率を最低（最高画質） に

設定． 

図表の各ファイルには，図表番

号と同じファイル名を付けてく

ださい． 

 例 fig2b.jpg tab3c.xlsx 

 

6 送稿 

投稿は，日本臨床整形外科学会

ウェブサイト（https://jcoa.gr.

jp/）の専用投稿サイト「Scholar

One Manuscripts」 からユーザー

登録の上，「新規投稿」から著者

（投稿者）としてログインし，必

要事項の入力の上，必要なファイ

ルの提出を行ってください．その

際には，オンライン投稿マニュア

ル及び本手引きを注意深く確認

してください． 

利益相反（COI）自己申告書（様

式第 2）は，別の指定されたシス

テムでの提出が必要です．詳細

は，本学会事務局 まで電子メー

ルでお問い合わせください． 

問い合わせ先 

office@jcoa.sakura.ne.jp 
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用語の統一 

 

 

 

 

８．文献の記載の手引き 
（国際化プロジェクト論文，和文一般論文，学術集会発表演題論文） 

 
新旧対照表 



現行 変更案 備考 

文献の記載の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文，学術集会発表演題論文 

 

・文献は，本文中の引用順に記載

し，参照個所には文献番号を記

入してください． 

・文献は，以下の例示に準じ，後

から収集・追跡できるに足る情

報を誤りなく記載してくださ

い． 

・同一著者の文献が複数ある場合

は，発表順に並べてください． 

 

・著者が複数の場合は，主著者名

のみを記し，共著者名は「et a

l.」又は「ほか」と表記してく

ださい． 

・インターネット上の情報を引用

する場合は，閲覧日と URL/URI

（Uniform Resource Locator/

Uniform Resource Indicato

r），DOI（Digital Object Iden

tifier）やデータベース上の符

号（Cochrane Databaseの CD，

PubMed の PMID など）を記載し

てください． 

・近刊の本雑誌掲載論文の記載方

法も参考にしてください． 

・ここに例示する以外の記載方法

については，ICMJE Recommenda

tions に示されている形式に準

じてください． 

1 雑誌 

・雑誌名の省略は，その発行者に

よる正式な略名を用いてくだ

さい． 

・著者名．表題．誌名．発行年；

巻（必要な場合は号，suppl な

ど）：先頭頁 - 最終頁． 

・論文の表題名は，1 文字目以外

は，原則としてすべて小文字を

使用してください．ただし，固

有名詞や原語において大文字

表記が必要な場合は例外とし

ます． 

1） 久保田亘ほか．運動器不安定

症に対する運動機能の向上 −

通所リハビリテーションの取

り組みから−．日臨整誌．2011;

 36: 85-92. 

2） 木村雅史．新鮮膝前十字靭帯

断裂に対する新保存療法 −保

存的修復法について−．MB Orth

文献の記載の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文，学術集会発表演題論文 

 

・文献は，本文中の引用順に記載

し，参照個所には文献番号を記

入してください． 

・文献は，以下の例示に準じ，後

から収集・追跡できるに足る情

報を誤りなく記載してくださ

い． 

・同一著者の文献が複数ある場合

は，発表順に並べてください． 

 

・著者が複数の場合は，主著者名

のみを記し，共著者名は「et a

l.」又は「ほか」と表記してく

ださい． 

・インターネット上の情報を引用

する場合は，閲覧日と URL/URI

（Uniform Resource Locator/

Uniform Resource Indicato

r），DOI（Digital Object Iden

tifier）やデータベース上の符

号（Cochrane Databaseの CD，

PubMed の PMID など）を記載し

てください． 

・近刊の本雑誌掲載論文の記載方

法も参考にしてください． 

・ここに例示する以外の記載方法

については，ICMJE Recommenda

tions に示されている形式に準

じてください． 

1 雑誌 

・雑誌名の省略は，その発行者に

よる正式な略名を用いてくだ

さい． 

・著者名．表題．誌名．発行年；

巻（必要な場合は号，suppl な

ど）：先頭頁 - 最終頁． 

・論文の表題名は，1 文字目以外

は，原則としてすべて小文字を

使用してください．ただし，固

有名詞や原語において大文字

表記が必要な場合は例外とし

ます． 

1） 久保田亘ほか．運動器不安定

症に対する運動機能の向上 −

通所リハビリテーションの取

り組みから−．日臨整誌．2011;

 36: 85-92. 

2） 木村雅史．新鮮膝前十字靭帯

断裂に対する新保存療法 −保

存的修復法について−．MB Orth

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

op. 1998; 11 (1):45-50. 

3） 八木茂典．肩の新しい解剖知

見に基づいた機能評価とエク

ササイズ．Sportsmedicine．20

09; 21 (no.9,11月号，通号 1

15): 10-5. 

4） Rosenthal RE, et al. Ost

eomyelitis of the symphysis

 pubis: a separate disease 

from osteitis pubis. Report

 of three cases and review 

of the literature. J Bone J

oint Surg Am. 1982; 64: 123

-8. 

5） Staubli AE, et al. TomoF

ix: a new LCP-concept for o

pen wedge osteotomy of the 

medial proximal tibia - ear

ly results in 92 cases. Inj

ury. 2003; 34 (suppl 2): B5

5-62. 

 

2 単行本 

・著者名．表題．書名．版．編者

（訳者など）．発行地：発行者

（社）；発行年. 先頭頁 - 最終

頁. 

1） 新井貞男．脊椎の診察法．運

動器スペシャリストのための

整形外科外来診療の実際．日本

臨床整形外科学会編．東京：中

山書店；2014. p.2-4. 

2） Neumann DA. 体幹の筋：筋

間の機能的相互作用．筋骨格系

のキネシオロジー．原著第2版．

島田智明ほか監訳．東京：医歯

薬出版株式会社；2012. p.435-

40. 

3） Lindquist TR. Three-dime

nsional Magnetic Resonance 

Rendering Techniques. Magne

tic Resonance Imaging in Or

thopaedics & Sports Medicin

e. Stoller DW ed. Philadelp

hia: J.B. Lippincott Compan

y; 1993. p.25-30. 

 

3 学会抄録，学会や会議での発

表，講演など 

・会議名，日時，開催地，開催場

所など，後から情報を追跡でき

るに足る事項を記載してくだ

さい． 

・雑誌の別冊や抄録集に収載され

ている場合は，それら刊行物の

op. 1998; 11 (1):45-50. 

3） 八木茂典．肩の新しい解剖知

見に基づいた機能評価とエク

ササイズ．Sportsmedicine．20

09; 21 (no.9,11月号，通号 1

15): 10-5. 

4） Rosenthal RE, et al. Ost

eomyelitis of the symphysis

 pubis: a separate disease 

from osteitis pubis. Report

 of three cases and review 

of the literature. J Bone J

oint Surg Am. 1982; 64: 123

-8. 

5） Staubli AE, et al. TomoF

ix: a new LCP-concept for o

pen wedge osteotomy of the 

medial proximal tibia - ear

ly results in 92 cases. Inj

ury. 2003; 34 (suppl 2): B5

5-62. 

 

2 単行本 

・著者名．表題．書名．版．編者

（訳者など）．発行地：発行者

（社）；発行年. 先頭頁 - 最終

頁. 

1） 新井貞男．脊椎の診察法．運

動器スペシャリストのための

整形外科外来診療の実際．日本

臨床整形外科学会編．東京：中

山書店；2014. p.2-4. 

2） Neumann DA. 体幹の筋：筋

間の機能的相互作用．筋骨格系

のキネシオロジー．原著第2版．

島田智明ほか監訳．東京：医歯

薬出版株式会社；2012. p.435-

40. 

3） Lindquist TR. Three-dime

nsional Magnetic Resonance 

Rendering Techniques. Magne

tic Resonance Imaging in Or

thopaedics & Sports Medicin

e. Stoller DW ed. Philadelp

hia: J.B. Lippincott Compan

y; 1993. p.25-30. 

 

3 学会抄録，学会や会議での発

表，講演など 

・会議名，日時，開催地，開催場

所など，後から情報を追跡でき

るに足る事項を記載してくだ

さい． 

・雑誌の別冊や抄録集に収載され

ている場合は，それら刊行物の



現行 変更案 備考 

文献情報を記載してください． 

1） 太田邦昭ほか．腕支え上体起

し（パピーポジション）と腹筋

運動の組み合わせによる効果

について．第 23 回日本臨床整

形外科学会学術集会．横浜市．

パシフィコ横浜．2010年 7月 1

8～19日．第 23回日本臨床整形

外科学会学術集会抄録集．201

0. p.167. 

2） Kikuchi H, et al. The CT

X-2 value compare knee join

t osteoarthritis and Japane

ase standerd. Annual Europe

an Congress of Rheumatology

 of the European League Aga

inst Rheumatism. Le Palais 

de Congrès de Paris, Paris,

 France. 11-14 June 2008. A

nn Rheum Dis. 2008; 67 (sup

pl II): 593. 

 

4 診断基準，評価基準やガイド

ラインなど 

・論文中で言及された診断基準，

評価基準やガイドラインなど

は，原典又は信頼できる総説を

明示してください． 

1） 日本骨代謝学会．原発性骨粗

鬆症の診断基準（2012年度改訂

版）［Internet］. [cited 2017

 Dec 15]. Available from: h

ttp://jsbmr.umin.jp/guide/p

df/g-guideline.pdf 

2） Kellgren LH, et al. Radi

ological assessment of oste

o-arthrosis. Ann rheum Dis.

 1957; 16: 494-502 [Interne

t]. [cited 2017 Nov 25]. Av

ailable from: http://ard.bm

j.com/content/17/4/388.ful

l.pdf 

 

5 官公庁や団体からの発表，資

料など 

1） 厚生労働省．要介護者等の状

況．平成 22 年国民生活基礎調

査の概況．2011 年 7 月 12 日．

p.30 [Internet]. [cited 201

7 Dec 15]. Available from: 

http://www.mhlw.go.jp/touke

i/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa

10/dl/gaikyou.pdf 

 

6 新聞その他の報道，データベ

文献情報を記載してください． 

1） 太田邦昭ほか．腕支え上体起

し（パピーポジション）と腹筋

運動の組み合わせによる効果

について．第 23 回日本臨床整

形外科学会学術集会．横浜市．

パシフィコ横浜．2010年 7月 1

8～19日．第 23回日本臨床整形

外科学会学術集会抄録集．201

0. p.167. 

2） Kikuchi H, et al. The CT

X-2 value compare knee join

t osteoarthritis and Japane

ase standerd. Annual Europe

an Congress of Rheumatology

 of the European League Aga

inst Rheumatism. Le Palais 

de Congrès de Paris, Paris,

 France. 11-14 June 2008. A

nn Rheum Dis. 2008; 67 (sup

pl II): 593. 

 

4 診断基準，評価基準やガイド

ラインなど 

・論文中で言及された診断基準，

評価基準やガイドラインなど

は，原典又は信頼できる総説を

明示してください． 

1） 日本骨代謝学会．原発性骨粗

鬆症の診断基準（2012年度改訂

版）［Internet］. [cited 2017

 Dec 15]. Available from: h

ttp://jsbmr.umin.jp/guide/p

df/g-guideline.pdf 

2） Kellgren LH, et al. Radi

ological assessment of oste

o-arthrosis. Ann rheum Dis.

 1957; 16: 494-502 [Interne

t]. [cited 2017 Nov 25]. Av

ailable from: http://ard.bm

j.com/content/17/4/388.ful

l.pdf 

 

5 官公庁や団体からの発表，資

料など 

1） 厚生労働省．要介護者等の状

況．平成 22 年国民生活基礎調

査の概況．2011 年 7 月 12 日．

p.30 [Internet]. [cited 201

7 Dec 15]. Available from: 

http://www.mhlw.go.jp/touke

i/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa

10/dl/gaikyou.pdf 

 

6 新聞その他の報道，データベ



現行 変更案 備考 

ース，ウェブページなどのイン

ターネット上の情報 

1） 橋本圭子．警察への医療事故

の届け出，2007年は 3 割増．m

 3.com 医療維新．2008年 6月

4日．[Internet]. [cited 201

7 Nov 25]．Available from: 

https://www.m3.com/open/iry

oIshin/article/87241/ 

2） Harato K, et al. Pseudog

out at the knee joint will 

frequently occur after hip 

fracture and lead to the kn

ee pain in the early postop

erative period. Journal of 

Orthopaedic Surgery and Re

s. 2015; 10: 4. doi:10.1186

/s13018- 014-0145-9 [Intern

et]. [cited 2017 Nov 25]. A

vailable from: http://www.j

osr-online.com/content/pdf/

s13018-014- 0145-9.pdf 

 

7 判決文，法令 

1） 大阪高等裁判所．昭和 63（ネ）

1052．1989 年 5 月 12 日．判例

時報．1990; 1340: 132-4. 

2） 医師法．昭和 23 年 7 月 30

日 法律第 201号．最終改正 平

成 19年 6月 27日 法律第 96号

 [Internet]. [cited 2015 Ja

n 18]. Available from: htt

p://law.e-gov.go.jp/htmldat

a/S23/S23HO201.html 

 

8 薬品，機器の添付文書 

・製品によって，登録商標記号®が

付く位置がさまざまであるこ

とに留意してください． 

1） 科研製薬株式会社．アルツデ

ィスポ® 関節注 25mg．添付文

書．2016年 7月改訂（第 17版）

[Internet]. [cited 2017 Nov

 25]. Available from. http:

//www.kaken.co.jp/medical/t

enbun/artzdispo/pdf/artzdis

po_201607.pdf 

 

ース，ウェブページなどのイン

ターネット上の情報 

1） 橋本圭子．警察への医療事故

の届け出，2007年は 3 割増．m

3.com 医療維新．2008年 6月 4

日．[Internet]. [cited 2017

 Nov 25]．Available from: h

ttps://www.m3.com/open/iryo

Ishin/article/87241/ 

2） Harato K, et al. Pseudog

out at the knee joint will 

frequently occur after hip 

fracture and lead to the kn

ee pain in the early postop

erative period. Journal of 

Orthopaedic Surgery and Re

s. 2015; 10: 4. doi:10.1186

/s13018- 014-0145-9 [Intern

et]. [cited 2017 Nov 25]. A

vailable from: http://www.j

osr-online.com/content/pdf/

s13018-014- 0145-9.pdf 

 

7 判決文，法令 

1） 大阪高等裁判所．昭和 63（ネ）

1052．1989 年 5 月 12 日．判例

時報．1990; 1340: 132-4. 

2） 医師法．昭和 23 年 7 月 30

日 法律第 201号．最終改正 平

成 19年 6月 27日 法律第 96号

 [Internet]. [cited 2015 Ja

n 18]. Available from: htt

p://law.e-gov.go.jp/htmldat

a/S23/S23HO201.html 

 

8 薬品，機器の添付文書 

・製品によって，登録商標記号®が

付く位置がさまざまであるこ

とに留意してください． 

1） 科研製薬株式会社．アルツデ

ィスポ® 関節注 25mg．添付文

書．2016年 7月改訂（第 17版）

[Internet]. [cited 2017 Nov

 25]. Available from. http:

//www.kaken.co.jp/medical/t

enbun/artzdispo/pdf/artzdis

po_201607.pdf 

 

 

 

９．文献の添付の手引き（国際化プロジェクト論文，和文一般論文） 
 

新旧対照表 



現行 変更案 備考 

文献の添付の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

・文献は，適切に参照され，文献

情報が正しく記載されている

ことが必要です．文献情報のほ

か，引用の妥当性や著作権など

の確認が求められた場合の対

応のため，文献のコピーの添付

をお願いしています． 

・参考に挙げられたすべての文献

について，少なくとも最初のペ

ージのコピーを添付してくだ

さい． 

・最初のページで文献情報が確認

できない場合（本の中の一節な

ど）は，以下の例示に準じて，

文献情報を得るために必要な

部分のコピーも添付してくだ

さい． 

・学会や会議での発表，講演，私

信，放送，インターネット上か

ら削除されたウェブページな

どはこの限りではありません

が，以下の例示に従い，可能な

限り情報の出典を明確にして

ください． 

・文献を入手せずに PubMed のウ

ェブページのコピーで済ませ

ることは避けてください． 

 

・添付が困難な事例がある場合

は，投稿前に学会雑誌編集委員

会に相談してください． 

 

1 雑誌 

各論文の最初のページは必須

です．すべてのページが揃ってい

れば，より望ましいです． 

 

2 単行本 

該当部分の最初のページに加

え，目次，表紙，扉，標題紙，奥

付など，刊行情報が分かる部分は

必須です．該当部分のページがす

べて揃っていれば，より望ましい

です． 

 

3 学会抄録，学会や会議での発

表，講演など 

抄録集の該当ページとともに， 

表紙又は扉，標題紙などで開催情

報が分かる部分を添付してくだ

文献の添付の手引き 

 

国際化プロジェクト論文，和文一

般論文 

 

・文献は，適切に参照され，文献

情報が正しく記載されている

ことが必要です．文献情報のほ

か，引用の妥当性や著作権など

の確認が求められた場合の対

応のため，文献のコピーの添付

をお願いしています． 

・参考に挙げられたすべての文献

について，少なくとも最初のペ

ージのコピーを添付してくだ

さい． 

・最初のページで文献情報が確認

できない場合（本の中の一節な

ど）は，以下の例示に準じて，

文献情報を得るために必要な

部分のコピーも添付してくだ

さい． 

・学会や会議での発表，講演，私

信，放送，インターネット上か

ら削除されたウェブページな

どはこの限りではありません

が，以下の例示に従い，可能な

限り情報の出典を明確にして

ください． 

・文献を入手せずに PubMed のウ

ェブページのコピーで済ませ

ることは避けてください． 

 

・添付が困難な事例がある場合

は，投稿前に学会雑誌編集委員

会に相談してください． 

 

1 雑誌 

各論文の最初のページは必須

です．すべてのページが揃ってい

れば，より望ましいです． 

 

2 単行本 

該当部分の最初のページに加

え，目次，表紙，扉，標題紙，奥

付など，刊行情報が分かる部分は

必須です．該当部分のページがす

べて揃っていれば，より望ましい

です． 

 

3 学会抄録，学会や会議での発

表，講演など 

抄録集の該当ページとともに，

表紙又は扉，標題紙などで開催情

報が分かる部分を添付してくだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現行 変更案 備考 

さい．会議の場合は，プログラム，

ポスターなどで開催情報と当該

の発表が分かるものも添付して

ください． 

 

4 診断基準，評価基準やガイド

ラインなど 

雑誌に収載されたものは，雑誌

に準じてください．単行本や冊子

の形のものは，単行本に準じてく

ださい． 

 

5 官公庁や団体からの発表，資

料など 

発行者や発行日が分かる部分

と，文献の少なくとも最初のペー

ジのコピーを添付してください． 

 

6 新聞その他の報道，オンライ

ンジャーナル，データベース，

ウェブページなどのインター

ネット上の情報 

当該の文献の少なくとも最初

のページ，発行者や日付情報が分

かる部分及び当該のデータを収

載したデータベースの収載情報

が分かる部分を添付してくださ

い． 

 

7 判決文，法令 

1. 裁判所の裁判例情報のウェ

ブページ，判例雑誌の当該部分

又は判決文の原本において，事

件番号，事件名，裁判年月日，

裁判所名，部などが記載されて

いる部分を添付してください． 

2. 政府機関のウェブサイトで

閲覧できる当該法令のウェブ

ページを添付してください． 

 

8 薬品，機器の添付文書 

各社又は独立行政法人医薬品

医療機器総合機構の医療用医薬

品の添付文書情報のウェブペー

ジにある添付文書のコピーでも

構いません． 

さい．会議の場合は，プログラム，

ポスターなどで開催情報と当該

の発表が分かるものも添付して

ください． 

 

4 診断基準，評価基準やガイド

ラインなど 

雑誌に収載されたものは，雑誌

に準じてください．単行本や冊子

の形のものは，単行本に準じてく

ださい． 

 

5 官公庁や団体からの発表，資

料など 

発行者や発行日が分かる部分

と，文献の少なくとも最初のペー

ジのコピーを添付してください． 

 

6 新聞その他の報道，オンライ

ンジャーナル，データベース，

ウェブページなどのインター

ネット上の情報 

当該の文献の少なくとも最初

のページ，発行者や日付情報が分

かる部分及び当該のデータを収

載したデータベースの収載情報

が分かる部分を添付してくださ

い． 

 

7 判決文，法令 

1. 裁判所の裁判例情報のウェ

ブページ，判例雑誌の当該部分

又は判決文の原本において，事

件番号，事件名，裁判年月日，

裁判所名，部などが記載されて

いる部分を添付してください． 

2. 政府機関のウェブサイトで

閲覧できる当該法令のウェブ

ページを添付してください． 

 

8 薬品，機器の添付文書 

各社又は独立行政法人医薬品

医療機器総合機構の医療用医薬

品の添付文書情報のウェブペー

ジにある添付文書のコピーでも

構いません． 

 

 

 

９．様式集 
 

新旧対照表 



現行 変更案 備考 

様  式  集 

 

様式第 1について  ［国際化プロ

ジェクト論文，和文一般論文，学

術集会発表演題論文］ 

同等の書式のものでもかまい

ません．□は該当するものに✓の

記入又は黒塗してください． 

 

1 投稿区分 

国際化プロジェクト論文，和文

一般論文，学術集会発表論文又は

その他（レターなど）の字数，図

表点数を確認のうえ，該当する区

分にチェックしてください． 

注 原則として，論文は国際化

プロジェクト論文の区分

で投稿してください． 

 

政策，経済，法制度などで

和文での発表を希望する

場合と，著者が英文翻訳を

希望しない場合は，従来同

様の論文投稿である和文

一般論文の区分で投稿し

てください． 

 

2 論文の題名（和文及び英文） 

 

原則として略語の使用は避け

てください．学術集会での演題名

と異なっていてもかまいません． 

 

英文は，先頭は大文字，固有名

詞や商品名など以外は小文字で

始め，末尾にピリオドは付けませ

ん． 

例 A simple protocol for p

reventing falls and fra

ctures in elderly indiv

iduals 

 

3 著者名，共著者名（和文及び英

文），責任著者，会員非会員の別 

 

英文表記はヘボン式，姓名の順

で，姓をすべて大文字で表記して

ください（例 SEIKEI Taro）． 

 

責任著者（corresponding auth

or）1 人にチェックしてください

（主著者が兼ねてかまいませ

ん）． 

ただし，共著者が書ききれない 

場合，様式第 1の表記方法で別の

様 式 集 

 

様式第 1 について ［国際化プロ

ジェクト論文，和文一般論文，学

術集会発表演題論文］ 

オンライン投稿システムにて

以下の項目を入力してください． 

 

 

1 投稿区分 

国際化プロジェクト論文，和文

一般論文，学術集会発表論文又は

その他（レターなど）の字数，図

表点数を確認のうえ，該当する区

分にチェックしてください． 

注 原則として，論文は国際化

プロジェクト論文の区分

で投稿してください． 

 

政策，経済，法制度などで

和文での発表を希望する

場合と，著者が英文翻訳を

希望しない場合は，従来同

様の論文投稿である和文

一般論文の区分で投稿し

てください． 

 

2 論文の題名（和文及び英文） 

 

原則として略語の使用は避け

てください．学術集会での演題名

と異なっていてもかまいません． 

 

英文は，先頭は大文字，固有名

詞や商品名など以外は小文字で

始め，末尾にピリオドは付けませ

ん． 

例 A simple protocol for p

reventing falls and fra

ctures in elderly indiv

iduals 

 

3 著者名，共著者名（和文及び英

文），責任著者，会員非会員の別 

 

英文表記はヘボン式，姓名の順

で，姓をすべて大文字で表記して

ください（例 SEIKEI Taro）． 

 

責任著者（corresponding auth

or）1 人にチェックしてください

（主著者が兼ねてかまいませ

ん）． 

なお，共著者がオンライン投稿

システム上で入力しきれない場

 

 

 

 

 

情報の記載先を明記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著者が多い場合の対応を規定

する。 



現行 変更案 備考 

用紙に記載のうえ，様式第 1に付 

して提出してください． 

 

 

4 所属機関名（和文及び英文） 

 

各機関の正式な名称を記して

ください． 

 

5 連絡先 

主著者の所属機関の所在地を

和文及び英文で記載してくださ

い． 

例 郵便番号 658-1234 兵庫

県神戸市西灘区田畑町 2-1

2-1 

2-12-1, Tabata-cho, Nis

hinada-ku, Kobe city, H

yogo. Zip 658-1234 

住所の「字（あざ）」は，原則と

して英文では表記しません（自治

体の正式な英文表記があれば，そ

れを記載）． 

 

 

6 利益相反のステートメント 

様式第 2（利益相反自己申告書）

の内容から具体的な金額など実

額がわかる情報を省き，利益相反

状態を要約した和文と英文を記

してください． 

 

7 別刷希望部数，和文一般論文

での要旨英訳の希望 

主著者が希望する場合，30部以

上 10 部単位で製作し，30 部を超

える費用は主著者負担とします

（別表参照）． 

和文一般論文で英文 abstract

を用意できない場合，要旨からの

翻訳のサービスを希望すること

ができます（費用は主著者負担）． 

 

8 受付・受理されない場合の会

報への振替投稿その他につい

ての著者の意思 

受付又は受理されなかった場 

合，再度投稿するか，本学会会報

への投稿に変更することを希望

するか，学会雑誌編集委員会の決

定を受け入れるか又は取り下げ

るかについて，主著者の意思を明

記してください． 

合は，同様の表記方法で別紙に記

載のうえ，そのファイルをアップ

ロードしてください． 

 

4 所属機関名（和文及び英文） 

 

各機関の正式な名称を記して

ください． 

 

5 連絡先 

主著者の所属機関の所在地を

和文及び英文で記載してくださ

い． 

例 郵便番号 658-1234 兵庫

県神戸市西灘区田畑町 2-1

2-1 

2-12-1, Tabata-cho, Nis

hinada-ku, Kobe city, H

yogo. Zip 658-1234 

住所の「字（あざ）」は，原則と

して英文では表記しません（自治

体の正式な英文表記があれば，そ

れを記載）． 

 

 

6 利益相反のステートメント 

様式第 2（利益相反自己申告書）

の内容から具体的な金額など実

額が特定される情報を除き，利益

相反状態を要約した和文と英文

を記してください． 

 

7 別刷希望部数，和文一般論文

での要旨英訳の希望 

主著者が希望する場合，30部以

上 10 部単位で製作し，30 部を超

える費用は主著者負担とします

（別表参照）． 

和文一般論文で英文 abstract

を用意できない場合，要旨からの

翻訳のサービスを希望すること

ができます（費用は主著者負担）． 

 

8 受付・受理されない場合の会

報への振替投稿その他につい

ての著者の意思 

受付又は受理されなかった場

合，再度投稿するか，本学会会報

への投稿に変更することを希望

するか，学会雑誌編集委員会の決

定を受け入れるか又は取り下げ

るかについて，主著者の意思を明

記してください． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章を校正した。 

 

 

 

 

 



（注釈） 

＊ 様式第1（表紙）を除いた、様式第2（利益相反（COI）自己申告書）、様式第3・4（転載許諾願い等）

に変更はないため、これらの様式は省略する。 

 

＊ 学会雑誌編集委員会の日臨整誌規程集変更案の最終部に収載されている「一般社団法人日本臨床整

形外科学会における事業活動の利益相反に関する規則」の「附則 この規則は令和7年1月●日から施

行する。」との変更案が記載されていたが、特に同規則の変更について記載されていなかったため、こ

の部分は削除する。 

  



様式第 1 表紙（これと同等の様式でも可） 

 

１ 区分 □国際化プロジェクト論文  □和文一般論文 □学術集会発表論文  □その他（レターなど） 

 

 

２ 

 

題名 

 

和文     

英文     

 

３ 

 

著者名 

 

 主著者 1）□責任著者

共著者 2）□責任著者 

3） 

4） 

5） 

和文  英文  □会員 □非会員

和文  英文  □会員 □非会員

和文  英文  □会員 □非会員

和文  英文  □会員 □非会員 

和文  英文  □会員 □非会員 

 

４ 

 

所属機関名  1）和文    

英文                                                                                                                                                          

2）和文   

英文                                                                                                                                                          

3）和文   

英文                                                                                                                                                          

4）和文   

英文                                                                                                                                                          

5）和文   

英文   

 

５ 主著者連絡先   所属機関所在地 和文    

英文        

郵便番号  −      

電話番号   −   −   

ファクス番号   −   −   

電子メール    ＠    

責任著者連絡先（主著者と異なる場合）  電子メール  ＠   

 

６ 利益相反のステートメント 

和文 
 

英文 

 

 

７    別刷希望部数  部（30 部までは無料．無料の 30 部を含めた希望する部数を記載） 

要旨英訳の希望 □あり（和文一般論文で英訳サービスを希望する場合にチェック．費用主著者負担） 

 

８    受付・受理されない場合の意思    受付されない場合   □再投稿   □会報投稿に変更   □取り下げ 

受理されない場合   □再投稿   □会報投稿に変更   □取り下げ
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